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　これまでの経緯と
　　　　　今年の研究目標

　Web上での教員等が有する教育情報の
　共有化と継続的な相互支援の仕組みづくり

１ ，ＨＰへの登録・画像コンテンツ撮影･ＵＰ

講習会

２ ，科目・地域別教材作成セミナーと公開授業

３ ，購入図書の共有化しくみづくり
４ ，著作権処理等のノウハウの拡充

５ ，人的ネットワークの拡大･強化



研究会ホームページ
• 研究会のすべての行事・行事報告の掲載

• 会員のコミュニティー機能の充実

• 現在Ｘｏｏｐｓでホームページを作成

• 社会科の教員だけで維持・改良→限界

　　人的ネットワークを活用しての改良

　　　　　→資金面・技術面で可能か？

• バックアップの定期的実施

　　　　コンテンツの保護が重要



具体的な研究内容①

・画像コンテンツ（目標：3000枚）
の継続アップ

　　　　 10月末現在約2000枚
　
・アクセス数　月1200件～1400件

・画像コンテンツを活用した授業実
践



具体的な研究内容②

・教材作成セミナー　3回（地理・
歴史・公民）府域を3区分（中・南・
北）＝気持ちは出前　どこでも行
きまっせ～～

・実践授業の報告

・セミナー受講者の中から公開授業
　　　　　　→IT底辺の拡大



具体的な研究内容③
　　　　人的ネットワークを活用

・活動拠点の確保（MEF事務局利用）

・著作権学習会の充実

　　　　著作権フォーム利用研究　
・ＩＴを活用した授業への取り組み
　　　～MEFスタッフの技術支援～
　

今年もてんこ盛りやりまっせ～～



画像コンテンツ共有化の課題
•投稿、使用マニュアルの整備

•投稿数ＵＰの為の広報活動

•活用事例の収集

•カテゴリーの見直し

•検索機能の改善

•画像コンテンツを利用した授業実践
報告

•コンテンツの利用規定の整備



実施報告

　　実施日　2005年8月19日（金）　
• 午前　教材撮影会＆HPアップ講習会
　参加者　3名　講師＋支援＝5名　計8名

• 午後　教材作成セミナー（地理）
　参加者　6名　講師＋支援＝８名　計14名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　（延べ　22人）



第1回教材作成セミナー（地理）

• http://ohsyaken.com/_bank/tiri_kyouzai_ki
kou_yamada.doc



第２回教材作成セミナー（歴史）

• 教育情報共有化プロジェクト・世界史部会
とのコラボレーション

• 世界史経験交流会と兼ねる
　→　行事の精選＝参加者の増加を目指す

• 「世界史を効果的にプレゼンする！　初心
者歓迎。　意外に易しいパワーポイント」

　参加申し込み人数　→　24人（10月20日段階）

　　　　　　　　　　　　講師＋支援者6名　計30名



教材作成セミナーの課題１

①　教材作成セミナー開催告知の工夫

　　　→　既参加者へのメーリングリス　

　　　　　や掲示板の開設

②　開催地を分けたことによるメリット・デ
メリット　　　→　今後分析



教材作成セミナーの課題２

③　ネットワーク環境の整った会場の
確保　→　ＬＡＮ教室等はどの学校
でも教科「情報」の授業で詰まって
いる。

④　教材作成セミナー参加者へのフォ
ローの充実　→　お助け電話サー
ビス等の開設



今後の取り組みに向けて
－最終報告会に向けて－

• 研究会ＨＰの充実　
　　　　　　　見た目・活用のしやすさ

• 共有図書の活用普及に向けての方策
• 共有化のさらなる普及のための努力
　　　　　　　→メーリングリストや掲示板

　　　　　　　→お助け電話サービス等

• 人的ネットワークの維持と拡大


